
○岡田議長

でご ざい ます。 本日 は 、私が 議員 にな る前か ら取 り組ん でお りま

した ２つ のテー マに つ いて質 問し てま いりま すの で、明 快な 御答

弁をよろしくお願いいたします。

そ れで は、早 速１ 番 目、新 たな ごみ 処理施 設建 設整備 につ いて

伺います。

１番 、 施設 整備 費 の増 額に つ いて。 鳥 取県 西部 広 域行政 管 理組

合に おい て計画 され て いる一 般廃 棄物 処理施 設整 備につ いて 、主

に米 子市 民の負 担額 に ついて 聞い てま いりま す。 まず、 一般 廃棄

物処 理施 設整備 負担 金 基金に つい て伺 います 。こ の基金 は、 鳥取

県西 部広 域行政 管理 組 合が実 施す る一 般廃棄 物処 理施設 の整 備に

係る 事業 に対し 、本 市 が支出 する 負担 金の財 源に 充てる ため 積み

立て てお り、令 和３ 年 度から 令和 ９年 度の間 に１ ６億 9,４ ０ ０ 万

円 積 み 立 て る 計 画 と 伺 っ て お りま す。 この目 標額 の根拠 とな る数

字について御説明ください。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 一般廃 棄物 処理 施設整 備負 担金基 金に つい

てで ござ います 。令 和 ２年３ 月に 、鳥 取県西 部広 域行政 管理 組合

が概 成い たしま した 一 般廃棄 物処 理施 設整備 基本 構想案 にお きま

して 、全 体の整 備事 業 費を３ １３ 億 6,０ ０ ０ 万 円 と 想 定 し 、 そ の

財 源 内 訳 は 、 交 付金 が ８３億 6,２ ４ ０ 万 円 、 起 債 が １ ９ ７ 億 5,６

７ ０ 万 円 、 一 般 財 源 が ３ ２ 億 4,０ ９ ０ 万 円 と さ れ ま し た 。 こ の う

ち 一 般財 源分に つき ま して、 各市 町村 におい て基 金積立 て、 また



は起 債で 対応す るこ と となり 、本 市は 本市の 負担 額１６ 億 9,４ ０

３ 万 5,０ ０ ０ 円 に つ き ま し て 、 令 和 ３ 年 度 か ら９ 年度の ７年 間で

毎年 ２億 4,２ ０ ０ 万 円 、 計 １ ６ 億 9,４ ０ ０ 万 円 を 積 立 目 標 額 と し

た と こ ろ で ござ いま す 。ちな みに 現在 の積立 額で ござい ます が、

令和６年度末の見込みで９億 6,８００万円の予定でございます。

○岡田議長

建 設費 ３ １３億 6,０ ０ ０ 万 円 が 根 拠 と な っ て い る と

い う 御説 明でし た。 計 画では １０ 年度 からこ の基 金を取 崩し とあ

りますが、これはどういった使い道での取崩しでしょうか。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 当該基 金の 令和 １０年 度か らの用 途に つい

てで ござ います が、 組 合にお きま して 新しい ごみ 処理施 設の 整備

は令 和１ ０年度 から 令 和１３ 年度 に実 施する 予定 とされ てお りま

す。 組合 が支出 する 整 備費の うち 、一 般財源 分に ついて 各構 成市

町村 が負 担する こと か ら、当 該基 金の 取崩し はこ の支出 に充 てる

予定でございます。

○岡田議長

も し着 工 しなけ れば 、そ のまま 置い ておく とい うこ

とでいいでしょうか。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 先ほど 令和 １０ 年度の 着工 予定と いう こと

で申 し上 げてお りま す けれど 、基 本構 想にお きま す用地 取得 等の

スケ ジュ ールは 遅れ て おりま すも のの 、現時 点で は令和 １０ 年度

の工事着工に向けて調整中と承知をしております。

○岡田議長



そ れで は 、令和 ５年 １１ 月１０ 日の 西部広 域行 政管

理組 合議 会、ご み処 理 施設等 調査 特別 委員会 で施 設整備 費の 大幅

な増 額が 報告さ れて い ますが 、そ の報 告内容 につ いて御 説明 くだ

さい。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 組合の 報告 内容 でござ いま す。施 設整 備費

の増 額の 内容に つき ま しては 、令 和５ 年度に 一般 廃棄物 処理 施設

整備 概要 等検討 業務 を 実施い たし まし て、人 口減 少に伴 うご み量

の減 少に より施 設規 模 につい ては 縮小 とされ まし たが、 近年 の建

設単 価や 物価上 昇を 踏 まえて 改め て試 算され た結 果、建 設費 の見

込み が増 額にな ると い うもの でご ざい ました 。こ の結果 、可 燃ご

み処 理施 設の整 備に つ きまし ては 約８ １億円 の増 加、不 燃ご み処

理施 設の 整備に つき ま しては 約９ 億円 の増加 、最 終処分 場の 整備

は約 １８ 億円の 増加 、 合計で 、令 和２ 年８月 に算 出され まし た事

業費 から 約１０ ８億 円 の増加 であ りま す約４ ２１ 億 6,０ ０ ０ 万 円

となったと報告をされております。

○岡田議長

こ れで 米 子市の 負担 は幾 らから 幾ら に増え たん でし

ょうか。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 本市の 負担 です けれど 、先 ほど申 しま した

一般 財源 増にな って お ります ので 、こ れを基 に令 和６年 １月 に各

市町 村の 負担額 が提 示 をされ てお りま す。一 般財 源のう ち本 市の

負担 分は 、基本 構想 概 成版の 時点 、こ れが１ ６億 9,４ ０ ３ 万 5,０

０ ０ 円 で ご ざ い ま し た が 、 こ こ か ら約 ５億 1,０ ０ ０ 万 増 と な り ま



して２２億４５９万 1,０００円となっております。

○岡田議長

約 ５億 増 額とい うこ とで すが、 これ によっ て基 金の

積み 増し が必要 と思 う んです が、 どの ように 考え ておら れま すで

しょうか。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 現在の 組合 の資 料は想 定事 業費で はご ざい

ます が、 物価上 昇等 に よる建 設費 の増 は確実 に見 込まれ るも のと

考え てお ります 。今 後 、組合 が算 出す るより 詳細 な施設 整備 費を

踏ま えま して、 本市 の 一般財 源の 在り 方につ いて は、基 金の 追加

積立 ても 含めて 、今 後 検討し てい く必 要があ ると 認識を して おり

ます。

○岡田議長

基 金と い うのは 、先 々に かかる もの を負担 を平 準化

して 、今 の市民 も負 担 をしよ うと いう ような 考え から設 けら れて

いる もの ですの で、 ひ とまず 建設 費の 増額が 見込 まれて 、今 の市

民の 負担 も増え る可 能 性があ ると いう ことを 確認 をさせ てい ただ

きま した 。それ では 、 一旦、 最終 処分 場の整 備費 に絞っ て伺 いま

す。 先ほ ど中間 処理 施 設と最 終処 分場 の建設 費の 増額に つい て御

説明 いた だきま した が 、最終 処分 場の 整備の ため には建 設費 のほ

かにどのような費用が必要になりますでしょうか。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 建設費 以外 の費 用でご ざい ますが 、計 画策

定業 務、 用地の 取得 費 、地質 調査 事業 、敷地 造成 経費な どが 必要

になるものと考えております。



○岡田議長

そ の中 で 用地取 得に 関し ては直 近の 西部広 域の 議会

で約 １４ 億円、 最終 処 分場に 関し ては ４億円 、中 間処理 は１ ０億

円と いう ような 数字 が 今、示 され てい るとこ ろで す。建 設費 につ

いて は手 厚い交 付金 措 置と有 利な 起債 の利用 があ り、構 成市 町村

の負 担は かなり 軽減 さ れるわ けで すが 、建設 費以 外の整 備費 につ

いてはどのような財源計画がありますか。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 建設費 以外 でご ざいま すけ れど、 建設 に伴

う施 工管 理費に つき ま しては 、建 設費 と同じ く国 の循環 型社 会形

成推 進交 付金、 そし て 起債が 対象 とな ります 。用 地の取 得に つき

まし ては 、起債 充当 が 可能と 承知 をし ており ます 。その ほか 、交

付金 及び 起債対 象外 の 経費に つき まし ては一 般財 源とな りま すの

で、 組合 から各 市町 村 に負担 金と して 請求さ れる ものと 承知 をし

ております。

○岡田議長

こ れに つ いては その 工事 に伴っ て、 進みに 伴っ て発

生し てく る負担 とい う ことを 確認 しま した。 この 一般廃 棄物 処理

に係る米子市の負担金の額というのは幾らでしょうか。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 令和５ 年度 の一 般廃棄 物の 処理に 係る 本市

の負 担額 という こと で 御答弁 申し 上げ ます。 組合 におき まし て令

和５ 年度 に一般 廃棄 物 処理に 係っ た経 費は、 いわ ゆる清 掃費 でご

ざい ます けれど 、こ れ は総額 で約 １５ 億円、 その うち本 市の 負担

分は 約８ 億 8,５ ０ ０ 万 円 で ご ざ い ま し た 。 そ の 内 訳とし まし ては、



不燃 物の 処理が 約２ 億 4,９ ０ ０ 万 円 、 最 終 処 分 場 が 約 ４ 億 4,５ ０

０ 万 円 、 ご み 処 理 施 設 建 設 費 が 約 3,９ ０ ０ 万 円 、 米 子 浄 化 場 処 理

費が約１億 5,１００万円でございました。

○岡田議長

そ れに 加 えて用 地取 得費 や周辺 道路 の整備 、ま た地

域振興費などの費用が加わるということでよろしいでしょうか。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 本市が 組合 に対 して支 出を してお りま す一

般廃 棄物 処理に 係る 負 担金で すが 、ご み処理 施設 建設費 も含 まれ

るも ので ござい ます 。 その負 担金 の対 象費に は、 今後、 用地 の整

備費なども加わってくるものと承知をしております。

○岡田議長

市 長、 覚 えてい らっ しゃ います でし ょうか 。私 は、

２０ １７ 年７月 ３１ 日 に市民 団体 、住 民目線 の会 ・よな ごの 共同

代表 とし て市長 とお 会 いして いま す。 そのと きに 、私ど もは 、淀

江の 一般 廃棄物 最終 処 分場の 隣接 地は 、次の 最終 処分場 建設 の有

力な 候補 地であ る。 一 般廃棄 物の 最終 処分場 は、 あと１ ０年 で満

杯に なる 見込み なの で 、最終 処分 場よ りは緊 急性 が高い 。一 般廃

棄物 処理 は市の 責任 な ので、 そち らの 責任を 果た さずに 、市 の所

有す る土 地を産 廃処 分 場に提 供す るの はいか がな ものか とお 尋ね

しま した 。あれ から ７ 年と７ か月 たち ました 。今 、稼働 中の 第２

期一 般廃 棄物最 終処 分 場の延 命の ため に不燃 物の 処理の 一部 を業

者に 委託 処理し てい る 状況で すが 、そ の年間 の費 用は幾 らで 、現

時点での最終処分場の残余年数は何年ですか。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。



○藤 岡市 民生活 部長 一般廃 棄物 の最 終処分 場に 係る民 間事 業者

への 委託 の金額 でご ざ います けれ ど、 組合は リサ イクル プラ ザか

ら発 生し たプラ スチ ッ ク残渣 の約 半分 を民間 事業 者に委 託を して

おり まし て、委 託に 係 る経費 は、 令和 ５年度 の実 績で申 し上 げま

すと 、収 集運搬 業務 委 託料が 約 1,０ ０ ０ 万 円 、 処 理 業 務 委 託 料 が

約 2,４ ４ ０ 万 円 で ご ざ い ま す 。 そ の う ち 米子 市の 負担分 につ いて

は、 収集 運搬業 務委 託 料が約 ６７ ０万 円でご ざい まして 、処 理業

務委 託料 が約 1,５ ０ ０ 万 円 で ご ざ い ま す 。 ま た 最 終 処分 場の 現時

点で の残 余年数 でご ざ います が、 最終 処分場 は令 和１３ 年度 末ま

で使 用す る予定 でご ざ います ので 、現 時点で の残 余年数 は約 ７年

と承知をしております。

○岡田議長

そ の次 の 最終処 分場 がで きるま での 間はも たせ ない

とい けな いとい うこ と ですの で、 残余 年数は そこ までと いう こと

は分 かり ました 。こ の プラス チッ ク残 渣の委 託、 処理委 託な んで

すが 、令 和元年 から 始 まって いま して 、大体 、過 去を遡 って みま

すと 、例 年、米 子市 の 負担と して 約 2,０ ０ ０ 万 円 ぐ ら い か か っ て

い ま す 。 そ れ を 令和 １ ３年度 まで １３ 年間続 ける となる と、 約２

億 6,０ ０ ０ 万 円 の 負 担 が 生 じ る と い う 試 算に なり ます。 この 間、

ごみ が減 ったり とか 、 そうい うこ とが あれば 前後 するよ うな 金額

では ない かとは 思い ま す。こ の費 用は 、淀江 の市 有地に 最終 処分

場を 整備 してい たら 不 要な費 用と 言え ます。 その 他、用 地取 得費

や道 路整 備費、 周辺 対 策費な ど、 建設 費以外 に莫 大な費 用が かか

ることが想定されます。

そ れに 対して 、２ ０ １７年 の面 談の とき、 市長 は産廃 処分 場を



受け 入れ ること で米 子 市や構 成市 町村 の手出 しが 増えな いよ う配

慮を して いく、 増え る ような ら見 合っ た費用 負担 を県に 求め てい

くと 発言 され、 その 後 、鳥取 県産 業廃 棄物処 理施 設設置 促進 条例

に基 づい た周辺 整備 費 の交付 金の こと であり 、費 用負担 につ いて

県と 協議 をする とい う 発言で はな いと 改めて 回答 をされ てい ます。

今の とこ ろ、米 子市 の 土地を 産廃 処分 場建設 に提 供した 対価 とで

も申 しま しょう か、 県 による 費用 負担 はない と考 えてよ ろし いで

しょうか。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 一般廃 棄物 処理 施設の 整備 につき まし て、

鳥取 県に 費用負 担を 求 める考 えは ござ いませ ん。 一般廃 棄物 処理

施設 の整 備と、 産業 廃 棄物最 終処 分場 の整備 を同 列に主 張さ れて

いる よう に伺い ます が 、面談 の全 体、 面談内 容全 体を確 認し てい

ただ けば 明らか では ご ざいま すが 、廃 棄物処 理法 などの 法令 に基

づき まし てそれ ぞれ 責 任が定 めら れて おり、 つま りこの ２つ は切

り分 けて 考える もの と いうこ とで 、本 市の考 えを 述べて おり ます。

この こと は、平 成３ １ 年３月 に同 会か らいた だき ました 御質 問に

対し まし ても、 本市 の 考え方 とし て回 答して いる ところ でご ざい

ます。

○岡田議長

一 廃と 産 廃は分 けて 考え る、ま さに 廃掃法 上そ うい

うこ とだ と思い ます 。 一廃は 市長 の責 任、産 廃は 民間業 者の 責任

です ので 、私ど もは 一 廃の最 終処 分場 がもう あと １０年 でい っぱ

いに なる のに、 なぜ 産 廃処分 場に その 土地を 明け 渡すの かと いう

趣旨 で市 長とお 会い し たとい うわ けで す。結 果的 には、 県が 負担



しよ うと も、ど ちら も 私たち の払 った 税金で すの で、産 業廃 棄物

と一 般廃 棄物の 両方 の 最終処 分場 を結 果的に 同じ ような 時期 に整

備す ると なれば 相応 の 住民負 担が 生じ ますの で、 それに 見合 う経

済効 果を 期待す るし か ないと いっ たよ うなと ころ じゃな いで しょ

うか。

次 に、 米子市 クリ ー ンセン ター の解 体につ いて 伺いま す。 鳥取

市の 神谷 清掃工 場の 解 体費が 、令 和７ 年度、 鳥取 市の当 初予 算に

計上 され ていま す。 そ の額と 財源 はど うなっ てい ますで しょ うか。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 鳥取市 のほ うに 確認を いた しまし たと ころ、

神谷 清掃 工場の 解体 を 予定さ れて おり ますが 、こ れは令 和７ 年度

から 令和 ９年度 にか け て解体 工事 を実 施する こと とされ てお られ

まし て、 総額で 施工 管 理業務 が 2,５ ５ ６ 万 4,０ ０ ０ 円 、 解 体 工 事

が １ ５ 億 １ ２ ３ 万 6,０ ０ ０ 円 と 伺 っ て お り ま す 。 そ し て その 財源

でご ざい ますが 、国 の 交付金 が３ 分の １とい うこ とで５ 億８ ９３

万 3,０ ０ ０ 円 、 一 般 廃 棄 物 処 理 事 業 債 、 いわ ゆる 起債で ござ いま

す、 ９億 1,６ ０ ８ 万 円 、 残 り の 一 般 財 源 に つ き ま しては １億 １７

８万 7,０ ０ ０ 円 と 伺 っ て お り ま す 。 た だ 、 こ の金 額です けれ ど、

現在 の工 事費は 概算 額 であり まし て、 今後、 詳細 な設計 後に 改め

て正確な工事費を算出される予定と伺っております。

○岡田議長

ク リー ン センタ ーと 神谷 清掃工 場は １日２ ７０ トン

の処 理能 力で、 ほぼ 同 規模の 施設 です から、 もし クリー ンセ ンタ

ーを 解体 すると した ら 、今の 時点 で最 も参考 にな る金額 と思 いま

す。 ただ 国の交 付金 な どは、 使え るか どうか は今 後の協 議が 必要



とい うこ とを前 回の 定 例会で 御答 弁い ただい てお ります 。前 回定

例会 では 、これ に対 し ては基 金な どの 設定は 考え ていな いと の御

答弁 でし た。西 部広 域 の基本 構想 では 、新し い中 間処理 施設 の稼

働に 伴い 、米子 市ク リ ーンセ ンタ ーは 廃止と いう 計画で すが 、新

施設ができたらすぐに解体するんでしょうか。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 クリー ンセ ンタ ーの解 体時 期につ いて でご

ざい ます が、一 般的 に 新しい ごみ 処理 施設に 移行 する場 合は 、安

定し た運 転の確 認が で きるま での 間は 旧施設 を稼 働でき る状 態の

まま 保管 する休 止期 間 を設け るこ とや 、ごみ ピッ トなど の現 在の

古い ほう の施設 の清 掃 作業を 行う こと 、これ も想 定され ます ので、

直ちに解体をするものではないと考えております。

○岡田議長

新 施設 が 、稼働 がち ゃん とでき たら 解体に 向か うと

いう こと ですが 、基 金 を積ま ない とい うこと は、 その時 点か ら負

担が 生じ ること にな る という こと です が、神 谷清 掃工場 は令 和４

年度 廃止 で、解 体着 手 は令和 ７年 度で す。地 元の 皆さん が早 期解

体を 要望 されて いた と お聞き をし てお ります 。費 用の面 で廃 止後

の解体が遅くなるというようなことはないでしょうか。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 本市の クリ ーン センタ ー、 廃止し た後 の解

体で ござ います が、 解 体工事 には 、現 時点で 国の 循環型 社会 形成

推進 交付 金を活 用す る ことを 想定 をし ており ます 。なお 、国 の交

付金 制度 Ｑ＆Ａ がご ざ いまし て、 こち らには 、連 続性の 観点 から、

焼却 施設 の整備 が完 了 した年 度、 いわ ゆる竣 工年 度の末 日か ら３



年以 内に 解体工 事に 着 手する 場合 は交 付金対 象に なると 記載 をさ

れて おり ます。 この た め、３ 年以 内に 解体工 事に 着手す るこ とに

なると考えております。

○岡田議長

解 体費 が 約１５ 億円 と仮 定する と、 国の交 付金 が３

分の １で 本市の 負担 は １０億 円程 度と なりま しょ うか。 解体 自体

は米 子市 の負担 です の で、こ れま での 話を総 合い たしま すと 、一

般廃 棄物 処理施 設建 設 に当た り建 設費 が約２ ２億 と解体 費が １０

億と いう ことで ３２ 億 の米子 市民 の負 担が見 込ま れると いう こと

にな りそ うです 。こ れ プラス 用地 取得 費や周 辺整 備費な どの 負担

金が 乗っ てきま す。 さ らに最 終処 分場 延命に 係る 不燃物 処理 費用

も現 在の 負担分 、将 来 の負担 分を 合わ せて約 ２億 6,０ ０ ０ 万 と い

っ た と こ ろ で し ょ う か 。 新た なご み処 理施設 建設 費約４ １０ 億円

の多 くの 部分を 占め る のが、 約３ ００ 億円前 後が 見込ま れて いる

ごみ 焼却 施設の 建設 で す。ク リー ンセ ンター の継 続使用 につ いて

伺っ てま いりま す。 こ の今の 市民 負担 と将来 の市 民負担 を少 しで

も軽 くす る方法 はな い か、ク リー ンセ ンター の継 続使用 を考 慮で

きな いか と前回 申し 上 げまし た。 それ はやは りご み処理 施設 の建

設の コス トがか なり 大 きいか らで す。 それは 私の 考えな わけ です

が、 新設 にして も、 既 存施設 を使 うに しても 、周 辺住民 の方 々の

御同 意が 必要で ある こ とは言 うま でも ありま せん 。新し い中 間処

理施 設建 設の候 補地 と なって いる 彦名 地区の 住民 の方と のお 話合

いはどのような状況でしょうか。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 廃棄物 処理 施設 の設置 に当 たりま して は、



まず は、 おっし ゃる よ うに地 元の 御理 解をい ただ くとい うこ とが

大変 重要 でござ いま す 。現在 、組 合は 全１５ 自治 会を対 象と した

説明 会を 開催し 、地 域 の安全 ・安 心、 生活環 境な どの住 民の 方が

不安 に思 われる こと に 対しま して 丁寧 に説明 をさ れてい ると ころ

であ りま して、 本市 も 地元の 自治 体と してこ の説 明会に は出 席を

して おり ます。 説明 の 内容と いた しま しては 、一 般廃棄 物処 理施

設建 設候 補地選 定検 証 委員会 から 提出 されま した 検証結 果や 、新

しい 一般 廃棄物 中間 処 理施設 の施 設整 備概要 、そ してこ れま でに

彦名 地区 住民の 皆様 か ら組合 にい ただ いた質 問に 対する 回答 など

となっております。

○岡田議長

令 和６ 年 １１月 １４ 日の 説明会 で、 彦名の １１ 区自

治会 の方 から、 米子 市 クリー ンセ ンタ ーは改 修し て使え ない のか

とい うよ うな質 問が 出 ていま すが 、こ れに対 して はどの よう に答

えていらっしゃいますでしょうか。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 説明会 にお ける クリー ンセ ンター を使 って

はど うか という 御質 問 の回答 でご ざい ますが 、本 市のク リー ンセ

ンタ ーは 、基幹 改良 工 事を行 いま して １０年 間の 延命化 を図 って

おり 、一 般的な ごみ 処 理施設 の耐 用年 数とさ れる ２０年 を上 回る

３０ 年の 稼働を 予定 を してお りま す。 さらに 、仮 にさら に延 長す

る場 合は 、１回 目よ り もその 設備 改良 工事費 は大 規模と なり 、相

当な 事業 費を要 する こ とが考 えら れま す。仮 に延 命化を 行っ たと

しま して も、施 設の 老 朽化に 伴い まし て突発 的な 故障が 発生 する

可能 性も 高くな り、 多 大な修 繕費 と時 間を要 する ことに なり まし



て、 安定 かつ適 正な 処 理に支 障を 与え ること にも なりか ねな いと

も考 えて おりま す。 今 の米子 市の 現ク リーン セン ターは 、令 和１

３年 度末 まで運 用す る 計画で 地元 に御 理解を お願 いして いる もの

でご ざい まして 、そ の 前提と して 新し いごみ 処理 施設の 整備 は組

合の 共同 事業と する こ とが議 会の 議決 に位置 づけ られ、 既に 具体

的な 取組 が進め られ て いるこ とか らも 、現時 点で はこの 計画 で進

んでいくものと考えております。

○岡田議長

ち ょっ と このグ ラフ を御 覧くだ さい 。これ は前 回も

お示 しし た数字 なん で すが、 改め てグ ラフで 御紹 介した いと 思い

ます 。こ れは２ ００ ９ 年から ２０ １８ 年度ま でに 終了し た焼 却施

設の うち 、３０ 年以 上 稼働し た焼 却施 設、こ この 部分、 この 部分

にな りま す。少 し以 前 に廃止 した もの の数字 では ありま すが 、こ

の時 点で 既に３ ０年 以 上の施 設が 半分 以上と なっ ている わけ です。

２０ 年が 耐用年 数、 ５ ０年が 躯体 の耐 用年数 とな ってお りま す。

こう いっ た数字 は、 環 境省は 令和 ３年 度から 広域 処理に 係る 解体

費の 費用 の制度 改正 を して長 寿命 化を 支援し てい るとい うよ うな

こと から 、耐用 年数 の ３０年 を超 えて 稼働す る施 設は今 後さ らに

増え てく ると予 想さ れ ます。 ３０ 年で 廃止す るク リーン セン ター

と、 これ らの長 寿命 な 施設と は何 が異 なって いる のか、 クリ ーン

セン ター ではで きな い という 合理 的な 説明が なけ れば住 民の 納得

は得られないように思います。

次 に、 クリー ンセ ン ターの ほう です が、前 回御 答弁の あり まし

た米 子市 と米子 市ク リ ーンセ ンタ ー対 策委員 会が 平成２ ８年 度以

降に おけ る米子 市ク リ ーンセ ンタ ーへ の周辺 自治 体の可 燃ご み受



入れ につ いて交 わし た 覚書の 内容 を確 認しま した 。境港 市、 日吉

津村 、そ して大 山町 の 一部の 広域 のご みの受 入れ 期間が 平成 ４４

年３ 月３ １日ま で、 す なわち ２０ ３２ 年３月 ３１ 日まで と定 めら

れて いま す。先 ほど 新 施設の 安定 した 稼働を 確認 したら クリ ーン

セン ター を廃止 する と いう御 答弁 でし たが、 もし 新施設 の建 設が

遅れ てク リーン セン タ ーをお 約束 の期 限以降 も使 用しな けれ ばな

らな くな れば、 覚書 を 交わし 直す 必要 がある とい うこと でし ょう

か。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 基本構 想に おけ る用地 取得 等のス ケジ ュー

ルは 、遅 れては おり ま すが、 現時 点で は令和 １４ 年度の 稼働 に向

けて 調整 中と伺 って お ります 。仮 定の 質問で すの で、答 弁は 控え

させ てい ただき ます 。 なお、 一般 論と してで ござ います が、 一般

廃棄 物処 理施設 は社 会 機能を 維持 する ために は不 可欠で ござ いま

す。 更新 時でも 途切 れ ること なく 処理 施設を 確保 するこ とが 必要

とな りま すので 、仮 に 新設の 稼働 が遅 れるの であ りまし たら 、ご

み処 理の 体制の 確保 に ついて は検 討す る必要 があ るとは 考え てお

ります。

○岡田議長

西 部広 域 のこと です ので 、工事 の進 捗のこ とに つい

ては これ 以上聞 かな い ことに しま すが 、米子 市が 実施す る様 々な

工事 にお きまし て工 期 の遅れ が見 られ るよう にな りまし た。 建設

の現 場は 、工期 が間 に 合わな けれ ば突 貫が当 たり 前の時 代も あり

まし た。 今は資 材不 足 、人手 不足 、働 き方改 革の 時代で すの で、

新し く施 設を造 ると い うこと のリ スク は高ま って きてい るよ うに



思い ます 。ごみ 焼却 施 設の場 合は 、そ こにダ イオ キシン 処理 とい

うフ ァク ターも 加わ り ます。 一般 論と してで すが 、こう いっ た工

期の 長期 化とコ スト の 上振れ のリ スク という のは 共有で きて ると

思うのですが、いかがでしょうか。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 新しい ごみ 処理 施設の 整備 に限ら ず、 最近

の建 設事 業にお きま し ては物 価上 昇や 資材調 達の 遅れな ど、 様々

な要 因で スケジ ュー ル が遅れ る、 スケ ジュー ルに 遅延が 生じ る可

能性 はあ るもの と承 知 はして おり ます 。なお 、ク リーン セン ター

につ きま しては 、重 ね てにな りま すが 、現時 点で は令和 １４ 年度

の稼働に向けて調整をされているものと承知をしております。

○岡田議長

仮 定の 質 問とい うふ うに 先ほど 言わ れたん です が、

仮定 とい うのは 、何 か の物事 を議 論す るとき に事 実でな いこ とを

一旦 提示 して議 論を す るとい うよ うな ときに 使わ れます 。そ れに

対し て想 定とい う言 葉 は、も う実 際の 計画な どに ついて 起こ り得

るこ とを 考えて その 計 画をど うす るか という こと を議論 する とき

に使 う言 葉です 。私 が 申し上 げた のは 想定と いう ことで すの で、

工期 が遅 れると いう こ とは十 分想 定を して考 えて いかな いと いけ

ない ので はない かと 思 ってお りま す。 それに 対し て対処 する と言

われ たよ うに聞 こえ ま したけ ど、 それ は結局 は覚 書も交 わし 直す

必要があるかもしれないという御答弁でよかったでしょうか。

○岡田議長 答弁できますか。

藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 覚書で ござ いま すが、 この 地元は 、ま ず、



昭和 ５４ 年供用 開始 の 古い旧 清掃 工場 を受け 入れ ておら れま す。

そし て、 平成１ ４年 供 用のク リー ンセ ンター 、２ 度にわ たっ て廃

棄物 処理 を受け 入れ て いただ いて いる ところ でご ざいま す。 その

後、 西部 圏域の 可燃 ご み処理 施設 の統 合に向 けて 協力を せざ るを

得な いと いう思 いか ら 、ごみ 処理 広域 化計画 の下 に境港 市な どの

ごみ を令 和１３ 年度 末 まで受 け入 れる ことで 御理 解をい ただ いて

いる 、こ のこと は真 摯 に受け 止め なけ ればな りま せん。 です ので、

軽々にお答えすべきものではないと考えております。

○岡田議長

部 長お っ しゃる とお りで 、本当 に受 け入れ てい ただ

いた こと 、米子 市民 の ため、 これ から は広域 のた め受け 入れ てい

ただ いた こと、 本当 に 感謝し なけ れば ならな いと 思いま す。 なの

で、 覚書 がある 以上 は 、それ をな し崩 しにす るよ うなこ との ない

よう 、し っかり と必 要 があれ ばま た合 意を取 り直 すとい うよ うな

こと をし ていた だく こ とを要 望を して おきま す。 前回、 クリ ーン

セン ター の継続 使用 と 新たな 場所 への 新施設 整備 との費 用の 比較

検討 をす る必要 があ る のでは ない かと 申し上 げま した。 令和 元年

度に 完了 しまし たク リ ーンセ ンタ ーの 基幹的 設備 改良工 事に おき

まし ては 、延命 化す る 場合と 更新 する 場合の 一定 期間内 の廃 棄物

処理 のラ イフサ イク ル コスト を試 算し 、どち らが よりコ スト を軽

減で きる か比較 検討 し ていま す。 その 概要に つい て御説 明く ださ

い。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 本市の クリ ーン センタ ーの 基幹的 設備 改良

工事 を行 いまし た際 に ライフ サイ クル コスト の比 較をし てお りま



す。 これ は国の 手引 き に基づ きま して 平成２ ７年 ３月に 策定 した

米子 市ク リーン セン タ ー長寿 命化 計画 におい て、 クリー ンセ ンタ

ーを 令和 ４年度 から 令 和１３ 年度 まで の１０ 年間 延命化 した 場合

と、 新し い施設 を令 和 ４年度 から 令和 １３年 度ま での１ ０年 間稼

働さ せた 場合、 この １ ０年間 の比 較で ござい ます が、こ のコ スト

比較 を行 いまし たと こ ろ、延 命化 した ほうが 約４ ０億円 コス トを

削減 でき る、１ ０年 間 の差で はコ スト の削減 があ るとい う結 果が

出たと承知をしております。

○岡田議長

こ の試 算 による と、 延命 化と更 新と では約 ４０ 億円

の差 があ るとい うこ と が分か って おり ます。 この ときと 様々 な条

件は 異な るもの の、 や はり延 命工 事と 新設建 設費 では桁 違い であ

ると 分か ります 。た と え延命 工事 が大 がかり にな ろうと も、 これ

まで 明ら かにし てき た ように 、新 設に は建設 費以 外の経 費も 莫大

にか かる ことか ら、 市 民の負 担が 増え ること は明 白です 。な ぜ新

設あ りき で比較 検討 を しない のか 、こ の問い は２ ０１７ 年の 市長

との 面談 でも私 が投 げ かけた 問い です 。その とき は、淀 江の 一般

廃棄 物最 終処分 場の 隣 接市に 整備 した 場合と 、新 たな場 所に 最終

処分 場を 造った 場合 の 費用の 試算 がな いのは なぜ かと問 いま した。

私の メモ レベル の記 録 で大変 恐縮 です が、市 長は あのと き、 西部

広域 が次 期処分 場を 探 すとい う前 提で 動いて いる ので試 算が ない

のだ とお っしゃ いま し た。そ して 、前 市長の 決定 を引き 継ぐ とい

う責任をこれまで果たしてこられました。

そ もそ もの西 部広 域 の計画 が中 間処 理施設 につ いても 、最 終処

分場 につ いても 、新 た な場所 に造 ると いうこ とで 構成市 町村 との



合意 形成 がなさ れて い ます。 その 計画 は平成 １３ 年につ くら れた

もの で、 ２４年 前の も のです 。確 かに ２市７ 町村 が合意 形成 しな

がら 一つ 一つ決 定し て いくに は、 それ だけの 長い 年月が かか るの

かもしれません。それは理解をします。

１ ２月 定例会 では 、 解体費 の問 題を メイン に取 り上げ まし た。

国の 交付 金もあ り、 有 利な起 債も あり 、さら に広 域での 割り 勘効

果も ある から、 市の 負 担は最 小限 に抑 えられ る、 だから 解体 費だ

けを 切り 取って の議 論 は適切 でな いと の御意 見も ありま す。 ただ、

この まま 計画を 進め れ ば、過 去の 決定 で米子 市民 は大き な費 用負

担を 背負 う可能 性が あ ります 。こ れま での市 長や 議会の 決定 が間

違っ てい たと言 うつ も りは毛 頭あ りま せん。 です が、後 戻り でも、

ちゃ ぶ台 返しで もな く 、状況 の変 化を 踏まえ て見 直すの は、 米子

市の 市長 であり 、西 部 広域の 管理 者で ある伊 木市 長、あ なた の責

任ではないですか。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長

域の 話出 してい ただ き ました けど も、 老朽化 して いる、 焼却 炉が

老朽 化し てるの は米 子 市だけ では なく て他の 町村 におけ る、 他の

町で すね 、町に おけ る 処理施 設も それ ぞれに 老朽 化をし てい まし

て、 これ は本当 に同 時 並行で 老朽 化す ること が予 想され たた め、

早く から 次の施 設は 一 つにま とめ た上 で一緒 に合 理化を 図ろ うと

いう こと で一つ 一つ の 意思決 定を され てきた もの だと思 いま す。

では ない がとお っし ゃ ってお りま すの で、ま さに そのと おり だと

思っ てお ります 。そ の とき、 その 時点 で本当 に適 切な意 思決 定を



当時 の議 会の皆 さん が 、これ はそ れぞ れの市 町村 の議会 もあ りま

すし 、そ してそ れが 西 部広域 とし ての 議会、 こち らも同 じで あり

ます けれ ども、 して き たわけ でご ざい ます。 今そ れを覆 すだ けの

と思っております。

例 えば 解体費 が上 が ってい ると いう ことに つい ても、 これ はい

ずれ 解体 するこ とを 考 えれば 、今 、イ ンフレ とい うこと を前 提に

すれ ば、 後ろに 延び る ほど上 がっ てい くとい うこ とにも なり ます。

建設 費も 同じで す。 建 設費は 様々 な資 材の高 騰、 あるい は人 件費

の高 騰に よって 現時 点 におい ても まだ 高止ま りと いいま しょ うか、

止ま る気 配がな い状 況 ですの で、 後ろ に延び れば 延びる ほど 大き

な費 用が かかっ てき ま す。そ して 何よ りも一 番計 算でき にく いも

の、 しに くいも のと い うのは 、こ の焼 却炉と いう のは建 物の よう

に直 しな がら長 く使 え ばいい じゃ ない かとい うも のでは なく 、毎

日毎 日高 温で炉 をた い ており まし て、 いわゆ る機 械装置 なん です

ね。 こう したも のの 耐 用年数 とい うの が、本 当に その耐 用年 数ど

おり ぴっ たり来 るか ど うか、 ある いは 理論ど おり 直した から 長く

使え ると いうこ とに な るのか どう かと いうの は正 直分か んな いと

ころ もあ ります し、 少 なくと も耐 用年 数を超 えた ものに つい ては

一定 のリ スクを 背負 い ながら 稼働 する ものだ とい うふう に思 って

おりますが、そのことが織り込まれてないんですよ。

だ から 、これ まで の 意思決 定の 中に は定量 的に リスク とし てど

こま でそ ういっ たも の が出さ れた かと いう量 のも のとし ては ない

かも しれ ません けど も 、多く の意 思決 定をし てき た皆さ んは 、多

分に そう した機 械物 、 機械装 置と いう ものが 非常 に高負 荷、 高い



負荷 で回 り続け てい る ことに 対す るリ スクを 一般 的な耐 用年 数を

基に 勘案 をして 意思 決 定をし てこ られ た結果 であ ると、 私は その

よう に考 えてお りま す し、そ れは 正し いとい うふ うに思 って おり

ます 。し たがい まし て 、そう した 過去 の意思 決定 を覆す だけ のデ

ータ とい いまし ょう か 、要素 とい うも のがお 出し いただ けて いな

い以 上、 これま での 議 論を踏 襲し つつ 、これ から にも向 かっ てい

きたいと思っております。

○岡田議長

そ の、 な ぜこの ３０ 年以 上稼働 がで きたの か、 ここ

の施 設と クリー ンセ ン ターは なぜ 違う のか、 その 定量的 な数 字を

示し て説 明責任 があ る のは市 長じ ゃな いです かと いうこ とを 今言

って いる わけで す。 質 問に当 たっ て、 私がこ れを 全部数 字を 用意

する とい うより は、 住 民の方 が続 けて 使えな いの ですか と問 うて

おら れる ので、 ここ と の違い を定 量的 に説明 をし てほし いと いう

ふう に私 は申し 上げ て いるわ けで す。 市長、 あと 、コン コル ド効

果と いう の御存 じで し ょうか 。コ ンコ ルド効 果っ て、こ れＡ Ｉか

ら聞 いた んです けど 、 コンコ ルド 効果 とは、 過去 に投資 した コス

トを 惜し み、損 失が 膨 らむと 分か って いても 撤退 できな い心 理現

象。 例と して、 大規 模 プロジ ェク トで 途中で 問題 が発覚 して も、

これ まで の努力 が無 駄 になる と判 断を 先延ば しに する、 合理 的な

判断 をす るため にサ ン クコス ト、 埋没 費用を 意識 し、冷 静に 損得

を考えることが重要というふうにあります。

市 長の 方針が コン コ ルド効 果で ある とは言 いま せん。 先ほ ども

御答 弁を してい ただ き ました 。こ れが 今最良 で、 そのた めに 変更

する よう な定量 的な 数 字が今 ない のだ という ふう におっ しゃ いま



した ので 、あと 、イ ン フレリ スク につ きまし ても おっし ゃる とお

りだ なと 思いま すけ ど 、その 理論 でい います と、 米子市 の全 ての

施設 は今 すぐ解 体、 建 設しな けれ ばな らない とい うこと にな って

しま いま すので 、イ ン フレリ スク とい うこと はも ちろん 鑑み ない

とい けま せんけ ど、 私 は今の 時点 での 費用負 担、 その数 字を 今回

明ら かに させて いた だ いたと いう こと です。 その 米子市 民の 負担

が私 は少 しでも 少な く なるよ うな 方向 性とい うも のを模 索し てほ

しい とい うこと を前 回 も言っ てお りま す。せ めて 新設か クリ ーン

セン ター 継続使 用か を 試算し 、継 続使 用の可 能性 につい て比 較検

討されるお考えはありませんでしょうか。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 ま ず、 そ の比較 検討 のた めの材 料で すね、 私た ちは

なか なか それが ない と いうふ うに 言っ てきて いる わけで すけ れど

すか 。こ れ、な いと い う証明 をせ よと いうの は、 これは 意地 悪質

問で すよ 、明ら かに 。 ですか ら、 ある とおっ しゃ るので あれ ば、

過去 の意 思決定 を覆 す だけの 要素 があ るとい うこ とを、 まさ に議

員自 身が お示し すべ き だと思 いま すし 、過去 の議 会の意 思決 定で

すか ら、 過去の 議会 の 意思決 定を 我々 執行部 が覆 すとき には 、こ

れは 民主 主義の 手続 上 、間違 いで あり ますの で、 まずは 議会 のほ

うで きち んと過 去の 意 思決定 を検 証す るよう な何 か立場 を取 られ

たら いか がでし ょう か ね、そ こが まず スター トじ ゃない かな と思

いま す。 いきな り市 長 に対し て、 執行 部に対 して 検証せ よと いう

のは おか しいと 思い ま すし、 そも そも これは 西部 広域の 意思 決定

でも あり ますの で、 そ うする と西 部広 域構成 市町 村全て に影 響す



る話 でも ありま すの で 、そこ はよ くお 知りお きく ださい とい うふ

うに思います。

そ れと 、コン コル ド 効果な るお 言葉 を使い まし て、合 理的 な判

断が でき なくな って る という ふう に言 われま すが 、実は これ やめ

るこ と自 体はす ぐに も できま す。 やめ ますっ て言 えばい いわ けで

すか ら。 そうじ ゃな い んです よ、 始め るのが 極め て大変 なん です

よ、 これ は。も う一 度 、要す るに １回 、例え ば御 破算に した とし

て、 仮に ですよ 、し た として 、も う一 度この 計画 はどう かと いう

のを 一か ら話し 合う と いうの を、 今ま でどれ だけ の手続 を踏 んで

きた かと いうこ とを 考 えれば 、や める のが難 しい んじゃ なく て、

始め るの が難し いん で すよ。 始め てか らさら に同 じぐら いの 期間

をか けて 、やは りそ の 意思決 定を しな がら、 いろ んな同 意を 取り

なが ら西 部広域 、基 本 的には 西部 広域 でやる こと にはな ると 思う

んで すけ れども 、や っ ていく こと にな ると。 それ は非常 に不 合理

であ るし 、そこ のか か ったコ スト も当 然もう 一度 かける こと にな

りま すの で、そ れは 、 それも 踏ま えな ければ いけ ません 。単 純に

今の ちょ っと目 の先 で 見える コス トを 見て、 高い だの何 だの とい

うこ とで やめる かど う かを決 める とい うこと では ないと いう こと

は、はっきりと申し上げたいと思います。

○岡田議長

市 長の 考 えはよ く分 かり ました ので 、そう いう こと

で、 私も 市民の 方か ら 何でク リー ンセ ンター 使え ないん です か、

壊す んで すかっ て聞 か れたと きは 、そ のよう に答 えたい と思 いま

す。 ただ 、比較 検討 に ついて は、 先ほ どお示 しし ました けど 、現

にク リー ンセン ター の 長寿命 化改 修、 基幹的 設備 改良工 事の とき



に比 較検 討とい うの は 定量的 にさ れて いるも ので すので 、そ れを

もう 一回 しては どう か という こと を御 提案し てい るだけ で、 議会

云々 とい うこと も御 提 案して いた だき ました が、 まず市 長が 議会

に提 案す る気が ある か どうか を今 回伺 ってい るわ けです 。西 部広

域の 議会 にいろ いろ と 働きか ける とい う方法 を教 えてい ただ きま

した ので 、また それ は 今後検 討は して いきた いと 思いま すが 、過

去の 議会 の結論 がど う であっ ても 、議 会とい うの はまた 新た な提

案が あれ ば、そ れに 向 かって みん なで 議論を して 議決を して いく

とい う、 そうい う民 主 主義の 上に 立っ た対話 のあ る議会 であ るこ

とを私は望みます。

そ れで は、次 の質 問 に参り たい と思 います 。あ っ、そ うそ う、

これ を言 わない とい け ないで す。 この 私が少 しで も安く とい うよ

うな こと を申し 上げ る 根拠に は、 地方 自治法 第２ 条があ りま す。

地方 公共 団体は 、そ の 事務を 処理 にす るに当 たっ ては、 住民 の福

祉の 増進 に努め ると と もに、 最少 の経 費で最 大の 効果を 上げ るよ

うに しな ければ なら な いとあ りま す。 大幅な 工期 の遅れ が想 定さ

れて いる 義務教 育学 校 の開校 準備 だよ りに、 こん な住民 の声 が紹

介さ れて いまし た。 ゼ ロベー スで 考え るべき 、当 初の想 定よ りも

費用 がか かると 思う 、 税金を 大切 に使 ってほ しい 。新た なご み処

理施 設の 整備に つき ま しても 工期 の遅 れや費 用の 肥大化 に備 え、

コン コル ド効果 に惑 わ されな い合 理的 な判断 を求 めて次 の質 問に

移ります。

次 の第 ２次米 子市 ま ちづく りビ ジョ ンにつ いて ですが 、１ 番を

飛ば しま して、 ２番 の Ｗｅｌ ｌ－ Ｂｅ ｉｎｇ 効果 のとこ ろか ら聞

いてまいりたいと思っております。



では 、 今議 会で 基 本構 想が 議 決事項 に なっ てお り ます、 第 ２次

米子 市ま ちづく りビ ジ ョンに つい て伺 います 。今 回、Ｗ ｅｌ ｌ－

Ｂｅ ｉｎ ｇ指標 が数 値 目標と して 取り 入れら れま したが 、こ れは

どんなもので、どのようにはかるのでしょうか。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 Ｗｅ ｌｌ －Ｂ ｅｉｎ ｇ指 標でご ざい ます

が、 この 指標は 令和 ４ 年度、 デジ タル 庁が開 発、 導入を した もの

でご ざい ます。 内容 と いたし まし ては 、客観 指標 、主観 指標 のデ

ータ を活 用しな がら 、 市民の 暮ら しや すさと 幸福 度を数 値化 ・可

視化 する 指標と され て ござい ます 。は かり方 につ きまし ては 、指

標に つき まして は、 今 申し上 げま した 客観指 標、 そして 主観 指標

組み 合わ せてデ ータ が 偏差値 化さ れる ことと なっ ており ます 。具

体的 には 、客観 指標 は 細分化 され た２ ４のカ テゴ リーが ござ いま

す。 この オープ ンデ ー タを活 用い たし ます。 また 、主観 指標 につ

いて はア ンケー ト調 査 が活用 され てい るとい うふ うに伺 って おり

ます。以上です。

○岡田議長

そ の具 体 的な調 査方 法と いうの は分 かりま すで しょ

うか。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 客観 指標 につ いてで ござ います が、 まず、

行政 機関 、様々 な統 計 データ を出 して ござい ます が、こ のデ ータ

を活 用し まして 偏差 値 化を行 って おら れます 。主 観指標 につ きま

して は、 国がイ ンタ ー ネット 調査 を実 施をし てご ざいま す。 対象

地域 は全 国。そ して 対 象者の 条件 は１ ８歳か ら８ ９歳の 男女 とさ



れております。

○岡田議長

で は、 こ の指標 をど のよ うに活 用し て総合 計画 の評

価を図られるおつもりでしょうか。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 活用 方法 、ま ず活用 でご ざいま すが 、こ

の指 標に つきま して は 、目標 横断 的な 指標と 考え てござ いま す。

ビジ ョン に基づ きま し て、本 市の まち づくり の取 組に関 して 効果

です とか 、ある いは 市 民の皆 様方 の実 感など を推 しはか るた めの

一つ の参 考指標 とし て 活用い たし たい と考え てお ります 。評 価の

方法 とい たしま して は 、ほか にも 数値 目標幾 つか 掲げて ござ いま

す。 これ らと併 せた 進 捗状況 、さ らに は基本 計画 の実施 状況 など

踏ま えま して、 別途 設 置をし てお りま す有識 者会 議など でも 御議

論い ただ きなが ら、 評 価を行 って いき たいと いう ふうに 考え てご

ざいます。

○岡田議長

先 ほど 部 長から は参 考指 標であ ると いう御 答弁 でし

た。 この デジタ ル庁 の 数字を 用い るに 当たり まし て、気 にな ると

ころ があ ります 。こ の 図を御 覧く ださ い。ち ょっ とデジ タル 庁は

Ｗｅ ｌｌ －Ｂｅ ｉｎ ｇ のＷｅ ｌｌ とＢ ｅｉｎ ｇの 間にハ イフ ン入

れて おり ます。 ちょ っ と間違 って おり ます。 この デジタ ル庁 のＷ

ｅｌ ｌ－ Ｂｅｉ ｎｇ 指 標のほ うは 、か なりサ ンプ ルに偏 りが あり

ます 。こ れは先 ほど の 御答弁 あり まし たよう に、 オンラ イン 調査

のみ とい う方法 が影 響 してい るの では ないか と私 は推察 をし てお

りま す。 こちら のほ う は、私 ども 会派 よなご ・未 来が住 民団 体と



共催 で行 いまし た自 分 ごと化 会議 ｉｎ よなご の無 作為抽 出の デー

タで す。 アンケ ート は 郵送で 、回 答は 郵送と オン ライン 併用 とい

うや り方 にして おり ま す。こ のと きに 米子市 の暮 らし、 生活 に満

足を して います かと い う満足 度調 査を 実施し てお ります 。結 果と

して は、 満足と やや 満 足で約 ３６ ％と 、まず まず の結果 が得 られ

てお りま す。こ ちら は 選挙人 名簿 から 無作為 抽出 された 2,０ ３ ４

名 に 送 付 し て お り ま す の で 、 １８ 歳か ら上限 はな しとい うこ とで

アン ケー トを実 施し て おりま す。 見て いただ くと 分かり ます が、

１０代から９０代まで幅広く回答をいただいております。

デ ジタ ル庁の Ｗｅ ｌ ｌ－Ｂ ｅｉ ｎｇ 指標は 、市 町村の 個別 調査

にも 対応 してい ます 。 加古川 市さ んの 場合は 、ダ ッシュ ボー ド見

ます と、 全国調 査と 個 別調査 、両 方の データ があ ります 。そ れ見

比べ てみ ますと 、や は り加古 川市 さん も市民 に直 接聞い てい るも

のと 、あ とデジ タル 庁 が調査 した もの と、サ ンプ ルとか 満足 度の

回答 に差 が出て いま す 。こう いっ たこ とを鑑 みま すと、 やは り米

子市 が直 接市民 の方 に 調査を した ほう が信憑 性の 高い満 遍な い御

意見 が賜 れると 思い ま すが、 米子 市独 自でこ の個 別調査 、デ ジタ

ル庁 の個 別調査 など を 利用し て調 査す るお考 えは ありま せん でし

ょうか。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 デジ タル 庁の この調 査に つきま して は、

これ は相 談はす る必 要 ござい ます が、 自治体 ごと で個別 にデ ータ

を集 めて 、その 評価 分 析に乗 せる とい う手法 は可 能だと いう ふう

にも 伺っ ており ます 。 実際に 鳥取 県の ほうで もそ うした 手法 を取

って やっ ていら っし ゃ るよう でご ざい ます。 なお 、この 指標 につ



きま して は、私 ども と しては そう いっ た主観 指標 だけで はな くて、

客観 的な その１ ２０ 以 上のデ ータ を組 み合わ せる ことに 意義 を感

じて ござ います 。そ う いった 意味 で、 まずは この データ 、原 本を

活用 させ ていた だく の がいい のか なと いうふ うに 考えて ござ いま

す。以上です。

○岡田議長

先 ほど 部 長から 鳥取 県も という お話 があり まし た。

私も この 鳥取県 の調 査 の結果 を見 たん ですが 、鳥 取県も オン ライ

ンで 調査 をされ てい ま す。と っと り電 子申請 サー ビスを 利用 して

おら れま す。そ れを 見 ると、 デジ タル 庁のよ うに サンプ ルの 偏り

もな く、 どちら かと い うと郵 送、 オン ライン 併用 と同じ よう なサ

ンプ ルの 結果が 得ら れ ている こと が分 かりま す。 私はこ れを 見て、

恐ら くそ のとっ とり 電 子申請 サー ビス という もの がある 程度 日常

生活 で浸 透して きて い る、そ うい うこ とと、 あと やはり 身近 な鳥

取県 が聞 いたと いう こ とが、 じゃ あ答 えよう か、 聞かれ たと きに、

デジ タル 庁から 聞か れ るより も、 やは り鳥取 県、 米子市 から 聞か

れた ほう が、じ ゃあ 答 えよう かと いう ふうな 動機 づけに なっ てい

るの では ないか なと い うふう に分 析を してお りま す。デ ジタ ル庁

の指 標は 非常に 細か く て、い ろい ろな 面に使 える いい指 標だ とは

思っております。

米 子市 が総合 計画 な どの参 考指 標と 言われ まし たが、 そう いっ

たも のを 評価す ると き に使う 場合 は、 どちら かと いうと 他市 との

比較 より も、米 子市 の 経年の 比較 とい うもの が非 常に大 事に なっ

てい きま すので 、で き れば早 いう ちに 個別の 調査 という こと も検

討していただけるといいかなと思います。



な ぜこ のＷｅ ｌｌ － Ｂｅｉ ｎｇ 指標 という こと にこだ わる のか

と申 しま すと、 参考 指 標と言 われ たん ですが 、地 方自治 法に おき

まし ては 、地方 公共 団 体の目 的と いう のは、 住民 の福祉 の増 進と

なっ てお ります 。総 合 計画は 、最 終ア ウトカ ムは 、結局 はそ れが

達成 でき たかど うか と いうこ とに なる と思い ます 。とな れば 、各

種の 目標 値掲げ てあ り ますが 、や はり 市民の 満足 度、市 民が 住ん

で楽 しい と思え てい る かどう かと いう ことは 、こ の計画 の最 終ア

ウト カム の評価 指標 に 十分な り得 ると 私は考 えて おりま す。 そこ

の指 標が きちん と信 頼 性があ るも ので あって 初め てＰＤ ＣＡ はし

っか りと 間違い なく 回 ってい くも のだ と考え ます ので、 この 辺り

をし っか り考え て、 そ の目標 とす る数 値につ いて は吟味 をし てい

ただきたいと要望をしておきます。

４ 月の 市長選 に、 政 治は変 えら れる かもし れな い。誰 かを 待つ

ので はな く、自 分が 出 ようと 若者 が立 候補を 表明 いたし まし た。

この 変え たくな るよ う な政治 の一 翼を 担って いる ことに 私自 身、

じく じた る思い では お ります が、 どな たが市 長に なられ ても 、こ

れま でど おり私 自身 の 、私な りの 視点 を持っ て市 政をチ ェッ クし

てい くと いう決 意表 明 をいた しま して 、私の 質問 を終わ りま す。

以上です。


